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　　　　　　雲南の 上座仏教

日本 に お け る人類学 ・ 歴史学的研究 の 蓄積

馬　場　雄　司

1． は じめ に

　パ ー リ学仏教文化学会第21 回学術 大 会に お い て
， 中国の 研究者 の 方か ら

雲南 の 上座仏教 の 紹介 が あ っ た
ω

。 そ の 時 ， あ た か も雲 南 の 上座 仏教 に つ い

て 日本で 初公 開の テ ー マ で あ るか の よ うな 印象を 持 っ た 方 も い ら っ しゃ り，

私は 意 外に 思い
， 同時に 残念に 思 っ た 。 確か に 日本の 仏教学者 に よ る雲南上

座仏教 に 関 す る研 究 は皆無 に 等 し い か も しれ ない が
， 人類 学者 ・歴史学 者 に

よ るア プ ロ
ー

チ は
一 定程 度存在 して い る 。 そ う した研究成果が 仏教学の 方々

に 全 く目 に ふ れ て い ない の で は な い か， 学 際 を標 榜す るパ ー リ学仏教 文化 学

会 で あ る は ずが ， 分野 間の 交流 が 必 ず しも な さ れ て い な い の で な い か
，

と残

念に 思 っ た次 第で あ る 。

　中国 の 研 究者 の 方 の 報 告 は
、 新 しい 情報 も含 まれ て お り興 味深 い もの で は

あ っ た が
， 日本 の 研究の 中で す で に ふ れ られ て い る 情報 も 多 くあ っ た よ う

に 思 う 。 ま た ， こ の 報 告 で は
， 固有 名 詞 が 全 て 中国語表 記 で な さ れ て い た

が  
， 日本 人研 究者 も含 め ， 現 地 調査 も進 ん で い る現在 ，

上座 仏教 を 信仰 す

る 少数 民族 の 言語で 記載 され る の が 通常に な っ て い る 。 以上 を踏 ま え
，

こ れ

まで の 日本で の 研究 の 蓄積 の 要 点 と課題 を報告 す る こ とに し た い
。

　 な お 筆 者 は ， か っ て 雲 南 の タ イ 族 の 研 究 を し て い た が ， 1990年 以 後 ，

フ ィ ー ル ドを北 タ イ に 移 し ， 雲 南 か ら北 タ イ に 移住 した タ イ ・ ル ー と呼ばれ

る タ イ 系民族 の 地域 開発 と社 会 ・文化の 変化 に つ い て 研 究 して お り， 現 在，
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と くに 仏教 に 焦 点 を あ て て い る わ け で もな い 。 そ の よ うな 意 味で は ， 現在 ，

仏教 に 関 して 大 手 を ふ っ て 発言す る 立 場 に は ない が
，

こ の 方面 に 多少 ともか

か わ っ て きた 学会 の 会 員 と して ， 報告す る 必要を 感 じ ， 稿を起 こ す こ と と し

た 。

2 ． タイ系王 国 と上 座仏教

　まず ， 中国雲南省 の 上 座部仏教 に つ い て 概観 して お き た い
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 y 　シ ュ ア ン パ ン あ　

　中国雲 南省 の 上 座仏教 は ． 特 に タイ族 居住 地 ， 西 双 版 納 タ イ 族自治州 お

　 　 トウ
　

ふ ン

よ び 徳 宏 タイ 族 チ ン ポ ー族 自治州 を 中心 に
，

タ イ 族 の 他 ，
モ ン ・ク メ ー ル

系民族で あ る プー
ラ ン 族 や ドゥ ア ン 族な どが信仰 して い る 。

こ れ らの 地域 は

ミ ヤ ン マ
ー お よ び ラ オ ス との 国境地帯に あた り， 西 双 版納 タイ族 自治州の 中

央 に は メ コ ン 川 が 流 れ 、 徳 宏 タ イ 族 チ ン ポ ー族 自治州 は ， イ ラ ワ ジ 川 とサ ル

ウ ィ ン 川 に挟 ま れ た 地域 に 位置す る 。

　西 双 版 納 とは ， タ イ 族 の こ と ば で ， シ プ ソ ー ン パ ン ナ
ー （シ プ ソ ー

ン は

12
，

パ ン ナ ー は 1000の 田） の 音 を あ て た も の で あ り， 徳宏 とは
， タ ウ ホ ー

ン （タ ウ は南 ，
ホ ー

ン は怒江 ［サ ル ウ ィ
ー

ン 川］） を あ らわ す 。

　 タ イ 系 民 族 は 中国 南部 ・東南 ア ジ ア 大 陸部 ・イ ン ド東 北部 に か け て 分布 し

て い る が
， 西 南タ イ 諸語 を話す グ ル ー プの 大半が 上座 仏教 を 受容 し て お り，

王 国組織 を形 成 して い た 。 こ れ らは
，

ム ァ ゾ 3）と呼 ばれ る 山間盆地 を基盤 と

す る政 治 的統 合体 の 連合 と い う形 を と っ て い た
。 西双 版納 に は

，
シ プソ ー ン

パ ン ナ ー と呼ば れ る 王 国組織 が 存在 し ， 王が 中国王 朝か ら土 司 （現 地首 長 に

与 え られ る 官職 ）に 任命 さ れ ， 中心 ム ァ ン ， ッ ェ ン フ ン と 30 あ ま りの ム ア

ン を 支 配 して い た 。 ま た ， 徳 宏 に は ， い くっ か の タ イ 族 土 司が 分 立 して い

た 。 こ れ らタ イ 系王 国 は ， 新 中 国成 立 と と もに 解体 し
， 民族 自治州 と して 今

日 ま で 存 在 して い る 。

3 ． 日本 にお ける 雲南の 上座仏教研究

以下 ， 文化人 類 学 者 ・歴史学 者 に よ る 日本 に お け る k 座仏教研 究 に っ い
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て
， 現地 調査 が 可 能 とな る 以前 ， 現地 調査 が 可 能 に な っ て 以 後 ，

そ して 近年

の 若手 に よ る本格的研究 の 胎動 共 同 プロ ジ ェ ク トに 分 けて 紹介 して い くこ

とに した い
。

（1） 初 期 の 紹 介的研 究

　 わ が 国で 最 も早 く雲 南 の 上座 仏教 を紹介 した の は， 加 冶で あ る 。 加冶 は ，

主 と して 中華民国時代及び新中国成立 時の 中国人研 究者 に よ る民族誌や 調査

報告に 基づ い て ， 新中 国成 立 以前 の 状況 を ま とめ て い る 。 そ こ で は
， 西双 版

納 と徳 宏 の 仏教 組 織 や 仏 教 儀礼 の 特 色 を 紹介 して い る ［加 冶 1972
，
1988］。

1980 年 代 に は
， 更 に 様 々 な 文献 を 踏 ま え て ， 長谷川 が シ プ ソ ー ン パ ン ナ ー

王 国の 実態 を明 らか に し ［長谷川 1982］， 馬場 が 民間歌 手 の 役割 を仏教 と精

霊祭祀 の 双 方に か か わ る もの として 分 析 を した ［馬場 1984
，
1990］。

こ れ ら

の 報告 に は ， 新 中国成立 以 前 の 仏教 の あ り方 に ふ れ られ て い る 。

（2） 1980年代以 降の 現地 調査をふ まえ た研 究

　 1980 年代 に 雲南 が 外 国 人 に 開放 さ れ て の ち ， EI本入 に よ る現 地 調査 も進

展 を み せ て い く
。

と りわ け ，
1980 年代 に 雲南 に 留 学 を して 現 地 調 査 を行 っ

た 長 谷 川 が
， 現 地 語 を 踏 ま え て 多 くの 報 告 を 行 っ て い る 。 シ プ ソ ー

ン パ ン

ナ ー に 関 し て は
， 田 辺 の 上 座 部 仏教 圏 の プ ロ ジ ェ ク ト （後 述 ） の

一
環 と し

て
，

王 権 と仏教 と精霊祭祀 の 関わ りを分析す る な か で ， 新中国成立 以前 の

シ プ ソ ー ン パ ン ナ ー 王 国 の 寺 院 とサ ン ガ に つ い て 明 らか に して い る く4）
。 こ

こ で は
，

王 都 を 中心 とす る寺院の 序列， フ ー バ ー （長老 僧 ）， ト ゥ （比丘 ），

パ （見 習 い 僧 ） か らな る サ ン ガ が 明 らか に さ れ て い る 。 王 都 の あ る ム ア ン ，

ッ ェ ン フ ン を例 に す る と
，

王 都 に 存在す る 中心 とな る 寺院 ワ ッ ト ・
ロ ン は

，

ツ ェ ン フ ン 全 体 の 寺 院 を統 括 した 。
ワ ッ ト ・ロ ン は 4 つ の 補佐 的 な寺院 を も

ち t 他の 寺院 よ り卓越 した 位置 に あ っ た 。 また ， ッ ェ ン フ ン 全体 の 寺 院が 5

つ の 管 区 に 編 成 され ， 管 区 の 中心 寺 院 は ワ ッ ト ・カ オ と呼 ばれ て
一

般 の 寺 院

ワ ッ ト ・バ ー
ン （村 の 寺 ）を管轄 した 。 住職 は

，
ト ゥ も し くは ， フ ーバ ー が
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務 め
， 住 職 に あ る ト ゥ は ト ゥ ・ロ ン と呼ばれ る 。

一
般 の 寺院 は 通常 トゥ が住

職 を務め た
。 ワ ッ ト ・V ン の 住 職 は， フ ーバ ー ・ム ア ン と呼 ば れ ， 王 族 出身

者が 就任 した 。
こ の よ う に

，
シ プ ソ ー ン パ ン ナ ー の 上座仏教 は

， 東南 ア ジ ァ

世 界 と同 じ く王 権 に よ っ て 支持 され ， 王 が サ ン ガ の パ トロ ン で あ っ た ［長谷

Jil　1993］。

　長谷 川 は ま た， 新中国成立後 の 仏教 に も言及 して お り， 特 に
， 文化大 革命

に よ っ て 断絶 した 仏教 が 復興 す る 1980以 後 の 状 況 を報告 して い る
。 そ こ で

は ， 寺 院 で の 伝 統 的文字 教 育 の 復 興 が タ イ族 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ー とも な

り ， 時 に 学 校教 育 と矛 盾が 生 じ る 点 や ， 1980年代後半か ら， 南国 風 情 を醸

し出す観 光 地 と して 脚 光 を 浴 び る 中 で
， 仏 教 が タ イ族 の シ ン ボ ル と して ク

ロ
ー ズ ア ッ プ さ れ て くる点 を報告 して い る ［長 谷川 1990

，
1991

，
1995］。

　長谷 川 は更 に ， 徳宏 タ イ 族地 区 の 仏教 に つ い て も現 地 調査 や 近年 の 中国

人 研 究 者 に よ る 報 告 を 踏 ま え て 多 くの 情報 を ま とめ て い る ［長 谷 川 1996
，

2006 ］。 そ こ で は
， ポ イ ツ ォ ン 派 ，

ヨ ン 派 ， トー リ エ 派 ，
ッ ォ テ ィ 派 の 4 宗

派が み られ ， シ ャ ン 州 か ら早 くに 伝 え られ 戒律 の さ ほ ど厳 し くない ポ イ ツ ォ

ン 派 が 最大 勢力 で あ る こ とな どの 特色 と ， サ ン ガ の あ り方 が 西 双 版納 とは 異

な り
， 徳宏全 体 を カ バ ー す る もの で な く， 分立 す る 土 司勢 力 （ム ア ン の 領 主

ッ ァ オ フ ァ
ー

） ご とに 成立 して い た こ とが 報告 さ れ る 。 徳 宏北部の 芒 市 の 場

合 ， ツ ァ オ フ ァ
ー の 拠点 に

，
4 つ の 寺院が あ っ た （ツ ォ ン ・セ ー ン

，
ツ ォ

ン ・ハ ン ， ツ ォ ン ・
マ ウ， ツ ォ ン ・ホ ー シ ン ）。

こ れ らは ， そ れ ぞ れ 4 つ の

宗派 の 拠 点 で あ っ た 。
4 つ の 宗派 は 並 列 して 王 権 の 正 当化 に か か わ っ て い

た 。 こ う し た 構造 は
， 徳宏 南端 の 瑞麗 な ど他 の ム ア ン で も同 じで あ っ た 。 芒

市 の 場 合， 4 つ の 行 政 区 に わ か れ ， ッ ァ オ フ ァ
ー の 拠点 に あ る 中心 寺院が ，

行 政 区 の 中心 寺院 を 管轄 し， 行政 区 の 中心寺 院 は 村 落 の 寺 院 を管 轄 して い

た 。 ま た ，
ム ア ン の 最高位 の 僧侶 を フ ァ ジ と呼 び

，
ツ ァ オ フ ァ

ー が称号 を与

え た 。 サ ン ガ 組織 は ， 元 来宗 派 ご とに 多少 の 相 違 が あ っ た が ， 1982 年以 降

ツ ァ オ ・ジ （長老 僧 ），
ツ ァ オ ・ッ ァ ン も し くは ッ ァ オ ・モ ン （正 式 僧 ），

ツ ァ オ ・サ ン （見 習い 僧 ）に 統一
され て い る 。 住職 に は ， ツ ァ オ ・

ツ ァ ン 以
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上が な る こ とが で き る 。

　徳 宏 地 区で も ， 文 化 大革 命 に よ っ て 仏 教 は 断 絶 し， 80年代 に 復興 し は じ

め る
。 寺院 の再 建 が進 み ， ま た 各宗派 の 戒律の 差 異 の 解 消が 試 み られ て い っ

た 。 しか し なが ら， 僧侶 の 数 は 寺 院 の 数 に 満た ず， 現在 で も僧侶 が 空 白で

ホ
ー

ル
ー

と呼ぶ 在 家信徒 の 代 表 の み が 主教活動 を行 う寺 院も あ る 。 人 々 の 仏

教実践 は
， 出家行 動 よ り，

と りわ け
， 仏像 を寄進 して 徳 を積 む ポ イ ・パ ラ と

呼 ば れ る 儀礼 の 活性化 に 向 け られ た 。
こ の 仏像 は ビル マ 側 か ら購 入 さ れ た 。

復興後 の サ ン ガ は
，

か つ て の よ うに ， 僧侶の 組織か らな り， 王 に 聖性 を 付与

す る と ともに
，

王 に よ っ て 保護 され る よ うな関係で は な くな り， サ ン ガ と政

府 との 間 を と りもつ もの と して 政府役 人 と僧侶 の 代表 か らな る仏教協 会が 存

在 す る よ うに な っ た 。

　 西双版納 と徳宏 は ， 同様 に 上 座仏教 を信仰 して い る とは い っ て も ， そ の 系

統 や 流 入 の 歴 史 的背 景 が 異 な る
。

シ プ ソ ー ン パ ン ナ ー 王 国 は
， 北 タ イ に 存

在 した ラ ン ナ ー 王 国 と強 い 結 びっ きが あ il　，
15世紀頃 ， ラ ン ナ ー か ら ケ ン

トゥ ン （現 在， ミ ャ ン マ ー ・シ ャ ン 州 ）経由で ， 上 座 仏 教 を受 容 し， ラ ン

ナ ー
，

ケ ン トゥ ン
，

シ プ ソ ー ン パ ン ナ ー を結ぶ ユ ア ン 仏 教圏 を形成 した ［馬

場 1994］。 経典 も， タ ム 文字 と呼 ばれ る共 通 の 文字 を用 い ， こ の 文字を用 い

る文化 圏 は
「
タ ム 文 字文 化 圏 」 と して 知 られ て い る ［飯島 1998コ。 また

， 徳

宏 の 仏教 は ， ビ ル マ 経由で 流 入 した もの で
，

ミャ ン マ
ー ・ シ ャ ン 州 の 仏教 と

共 通す る も の が 多 く， 文字 もタ ム 文字 文化 圏 の も の とは異 な る
（5）

。

　 仏教 の 復興 に 関 して も ， 西 双 版納で は
， 北 タ イ の ラ ン プー

ン の 寺院に 僧侶

を留学 させ る な ど ， 北 タ イ との 結 びつ きが 強い が ， 徳宏で は
，

ビ ル マ との 結

びつ き が 強 い 。 長 谷 川 は ， 西 双 版納 に お い て 1990 年代 に 復興 し た 寺 院 ワ ッ

ト ・パ ー
チ エ の 仏 教復興 の 役割 の 重 要性を指摘 し 匚長谷 川 1995］， また ， 徳

宏 で は
， とりわ け最南端 に 位置す る瑞麗 （ム ン マ オ）の ビ ル マ の サ ン ガ との

交流 が は た し た 仏教 復興 の 役 割 に 注 目す る 。 例 え ぼ， 見 習い 僧 を マ ン ダ レ ー

に 留学 さ せ た り，
ビ ル マ 僧 を住 職 と して 招 く とい っ た こ とで あ る 。 瑞麗 の あ

る ム ン マ オ 盆地 は特 殊 な政 治状況 に あ る とい う 。 盆地 の 半分が 中国領 で 半分
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が ミャ ン マ ー領 で あ る 。 そ の た め ， ミ ャ ン マ ー側 の ム セ ， ナ ム カ ム の 仏教寺

院 との 関連 が 強 い ［長 谷 川 1996
，
　2006 ］。

　徳宏 は， そ の 大半が タ イ ・ヌ ー と呼ばれ る タイ 系民族が 分布 して お り， 生

活 の 諸 側面 に お い て 漢 文化 の 影 響 も大 き く
， 寺 院 も漢族風 で あ る 。 し か し な

が ら
， 瑞麗 の タ イ 族 は

，
ミ ャ ン マ

ー ・シ ャ ン 州 と同様の 生 活様式 を も ち
， 漢

化 の 度合 い が 少 な い
。 タ イ ・ヌ ー とは ， 北 方 （ヌ ー ） タイ の 意 で ， ミ ャ ン

マ
ー側 の タ イ ・タ ウ （南方 ［タ ウ］ タ イ ） と区別 され るが ， 瑞麗 の タ イ族 は

タイ ・タ ウ に 含 まれ る ［長谷 川 1996］。

（3） 新世 代 の 本格 的調査

　1990年 代 後 半 以 降 ， 更 に 本 格的 な 調 査 が 若 い 世 代 に よ っ て 行 わ れ つ つ あ

る 。

　 西双版納 に 関 して は ， 加藤が タイ ・ル ー文書 を様 々 な寺院で 調査 し ，
リス

トに して い る 。 こ の 中 に は 仏教 説話 な ど も含 まれ て い る ［加 藤 2001 ］。 イ サ

ラ
ー

は， 西 双版納 に お け る ， 仏教復興 運動 が
， 古文字 （タ ム 文字）の 復興 と

も に 起 こ っ た こ とや
，

ワ ッ ト ・パ ー チ エ を 中心 とす る公 的 な仏教復興 と異 な

る ロ ー カ ル な仏教復 興運動 が ， シ ャ ン 州や 北 タイ と結 びつ い て 起 こ っ て い る

様 を 報告 して い る ［イ サ ラ ー 2006 ］。 イ サ ラ
ー

は タ イ 北部 ラ ン プ ー ン の タ

イ ・ヨ ー ン 出身者 で あ る 。 タイ ・ヨ ー ン とは ， シ プ ソ ー ン パ ン ナ ー よ り ミ ャ

ン マ ー ・シ ャ ン 州 ム ア ン ・ ヨ ー ン に 移住 した タ イ系 民族 を さ し ，
そ の

一
部 は

ラ ン プー ン に 移住 し， シ プソ ー ン パ ン ナ ー ・タ イ族 （タ イ ・ル
ー〉 と極め て

近 い 言語 を もつ
。 イ サ ラ ー

の 研 究 は ， ほ ぼネ イ テ ィ ブが 日本語 で 記述 した研

究 と し て 貴重 な も の で あ る 。

　 ま た
， 徳宏の ポ イ ・パ ラ儀礼 に 関 して は ， 現地 語 を踏 ま え た現地 調 査 を基

に
， 宗教 の 実践 的側 面に よ り詳細 に 注 目 した長 谷 に よ っ て ， 詳 しい 報告が な

され て い る ［長谷 2007 ］。 更に ， 徳宏 に 関 して は
，

ミ ャ ン マ
ー で 長期間過 ご

し 2 度 の 出家経験 を 持つ 小 島が ，
1 年 以 上調 査 を行 い

，
2008 年 の 東南ア ジ

ア 学 会 第 79回 大 会 で 報告 を行 っ て い る 。 そ こ で は ， 出家者の 数 が 少 な く と
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も積徳が 可能 な ， 独特な在家者 主体 の 上座仏教 の 構造 に っ い て 述べ られ て い

る ［小 島 2008 ］。 今後 の 本格 的 な研 究成果 が 期 待 さ れ る 。

（4） 共 同研 究 プ ロ ジ ェ ク ト

　 こ れ らの 研 究 は ，
「雲 南 の 上 座 仏教研 究 」 と して 組織だ っ て 行 わ れ て き た

わ け で は な く ， 個別 の 関心 で 行 わ れ て きた もの が 多 い
。 こ れ まで

，
雲 南の 上

座仏教研究が プロ ジ ェ ク トと して 行 わ れ る場合 ， 上座仏教 圏全体 を視野 に 納

め た 研究 プロ ジ ェ ク トの
一

環 と して 行 わ れ て き た 。 た とえ ば ， 田 辺 繁治 の

「上座 部仏教社 会 の 宗教 」 と称 す る プ ロ ジ ェ ク トに よ る実践 宗教 （経典で は

な く人 々 の 宗教実践 に 焦点 を あ て る）の 人類学 ［田辺 1993］， 森祖 道 の
「南

方 上 座仏教 の 比較研 究 」 ［森 1994］（6）
， 林行夫の 「東南 ア ジ ア 大 陸部 ・中国

西 南部の 宗教 と社会変容 」 ［林 2006 ］が あ る 。 筆者 は ， 森プ ロ ジ ェ ク トで タ

イ 北部 の ラ ン ナ ー か ら シ プ ソ ー ン パ ン ナ ー
へ の 上 座 仏教 の 伝播 に っ い て の 資

料 をま とめ報告 して い る ［馬場 1994］。 林の プ ロ ジ ェ ク トで は ， 各国宗教制

度 の み な らず ， 境 界地 域 で の 宗教 実 践 を 視野 に い れ て い る 。 林 は こ の プ ロ

ジ ェ ク ト及 び そ れ に 先 行 す る
‘

【nter ・ethnic 　Relation　in　the　Making 　of 　Mainland

Southeast　Asia　and 　Southwestern　China
’

と称 す る 日本 ・中 国 ・タ イ の 研究者 に

よ る国際 共 同研 究 に お い て （筆者 も メ ン バ ー と して 参 加 した ）， 上 座 仏教徒

社会の 現 実は 決 して 均 質で もな く， ロ ー カ ル な実 践 の あ りか たが み られ ， そ

の 背後 に は ， 様 々 な歴 史的背景 ・民族 間関係が 存在 す る こ と を指摘 して い る

［Hayashi　2002］。

4 ． ま とめ と課題

　最後 に ま とめ と課題 を 述 べ て お き た い
。

「雲南 の ヒ座仏教 」 とい うが ， 歴

史的 な 背景 を考慮す る とき ， 現代 の 国家 の 枠組 み で み る こ とは 誤 りで あ る 。

中国 ・ビ ル マ
・ラ オ ス 国境 付近 に 分布 した タ イ 系王 国 は 上座 仏教 が そ の 王権

を支 えて い た 。 中国王 朝 と ビ ル マ 王 朝 の 双 方 に 朝貢 し た タ イ 系王 国 の 領域

は
， 英仏の ビ ル マ ， ラ オ ス の 植 民地化 に よ り， 明確 な 国境線 が 引か れ ， 同時
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に 国境の 概念 を 明確 に もつ 近代 中国 の
一

部 に な っ た の で あ る 。 東南 ア ジ ア 上

座仏 教 の 辺 縁を形 づ くっ て い た 雲南 の 上 座仏教 は こ こ に お い て ， 中国 に お け

る上 座仏教 とな っ た 。 更 に ， 新 中 国成 立後 ，
王 国組織 の 解体 ， 文化大 革命 に

よ る 断絶 を経て 80年代 に 復 興 を とげ る。 た だ ， 中国 の 宗教 政策 に よ り， 宗

教 と して の 仏教 は復興 した が ， 迷信 と位置づ け られ た精霊祭 祀 は そ の 対象 と

は な らな か っ た 。 ま た ， タ イ 族王 権 に か わ っ て 政 府の
一 機 関 で あ る仏教協 会

が 大 き くか か わ り， 北京 や 上海 との 結 びつ き も強 くな っ て い る。 東南ア ジ ア

大陸部 の 多 くの 国で は
， 上座仏教 は マ ジ ョ リテ ィ の 宗教で あ るが ， 中国で は

マ イ ノ リテ ィ の 宗教で あ る 。 こ の よ うな 状況 は ， 以上 の よ うな 歴 史的経緯で

こ の 地 域が 近 代 中国 の
…

部 とな っ て 初 め て 形 成 さ れ た の で あ る 。

　 こ こ で は
， 主 として タイ 系 民族 の 地域 ， 西双版納 と徳宏 の 事例 を主 に 紹介

した が ， タイ 系 民族 以 外 の 民 族 に お け る仏教 の 実 態 は 十分 に 明 らか で は な い

（そ の 点 で ， 第21 回大 会 で の 中国 人研究 者の 方 の 山地 民 族 の 仏教 に 触 れ た 報

告 は興 味 深 く感 じた ）。 また
，

こ れ まで の 目本で の 研 究は ， 十分 な仏教学 的

知 見 の も とに仏教 を正面 か ら と らえ た もの で も な い
。 しか し なが ら

， 仏教 を

と りま く， 様々 な 現 象に つ い て 多少な りとも蓄積 を して きて は い る 。 今後，

こ う した 既存 の 研究 を批 判 的 に 踏 まえ て
， 仏教学 の 立 場か ら も研 究 を進 め て

い た だ け る こ とを 期待 し た い
。

注

（D　鄭筱 笏 （嘉 木 揚 凱 朝訳 ） 「中国雲 南省 に お け る E座仏教 の 民族化 の 特徴 に つ い て 」

　 『パ ー リ学 仏教文化学 』 21
，
2007， と し て 公表 さ れ て い る 。

  　多 くは
， 少数民族 の 言葉 が

，
そ れ に近 い 音 の 中国語表記で 示 され て い るが

， 中国

　語 に翻 訳 した用語が 用 い られ て い る場 合が あ る 。 注（1）の 文献 に お い て もそ の よ うな

　 方 式 で 記 述 され て い る 。注（4）参照 の こ と。

（3） タイ 国語で あ る シ ャ ム 語，北 タイ 語 （ラ ン ナ ータ イ語）， ラオ語 （ラオ ス 語）で

　 は ム ア ン と い う音 に 近 い が ，雲 南の タイ 系民 族 で は
，

ム ン に 近 い
。 近 年の 研 究で

　 は，ム ン と い う表記 が 用 い られ る こ とが 多 い （［長谷 川 2006 ］［イサ ラ
ー 2006 ］な

　 ど）。
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（4〕 この 内容は ， 注（1）の 文献で 紹介 され て い る内容 と重な る もの で あ る 。
ワ ッ ト ・

ロ

　 ン は，注 （1）の 文献で は，挂龍 （中国語 音で wa 　long） と表記 され る 。 シ プ ソ
ー ン パ

　ン ナ ー ・タイ語 （タ イ ・ル ー語）で は ， ワ ッ ト （wat ） は
「
寺院 」， ロ ン （long） は

　 「大 き い 」 を 意味 し，王 都全 体 の 寺院を総括 す る寺院を意 味す る 。 注（1＞の 文献で は，

　 「総仏寺 」 と い う中国語訳 も同 時 に 用 い られて い る。 フ ーバ ー （xuva ）， ト ゥ （tu），

　パ （pha）は，注（1）の 文献で は砧巴，都，岶と表記されて い る
。

（5） 歴史 的 な事象 を示 す 時 は
「ビ ル マ 」 を，現 在 の 地 名 と し て 示 す と き は 「ミ ャ ン

　 マ
ー

」 を用 い た 。

（6） 森プ ロ ジ ェ ク トは，仏教学者が 中心 とは な っ て い るが
， 人類学者，歴 史学者 も含

　 ん だ学際的プ ロ ジ ェ ク トで あ っ た 。 した が っ て
，

こ こ で 紹介 し た 。
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